
令和２年９月３０日 

内閣府沖縄担当部局 

１．事業の概要 

  沖縄県及び北部市町村の要望に基づき、産業の振興、定住条件の整備に

資する事業を実施。 

２．今回配分の状況（国費ベース） 

（参考）前回までの配分（７月１０日） 

と合算した配分合計 

◇非公共事業 ２７．９１億円

◇公共事業  ２６．１９億円 

※詳細は別添資料のとおり

（参 考） 

＜予算計上＞ 

○沖縄北部連携促進特別振興事業費（非公共事業）   令和２年度予算額３４.５億円 

・補助率：８／１０ 

＜今回の配分の考え方＞ 

○沖縄県の均衡ある発展を図る観点から北部地域の振興に資する事業に対し配分する。 

○配分対象の事業は、北部１２市町村から北部地域の振興に資するものとして要望されたもの。 

＊問合せ先＊ 

政策統括官（沖縄政策担当）付 

（担当 苧坂、中原） 

電話 ０３－６２５７－１６９３ 

FAX  ０３－３５８１－９７６１ 

令和２年度北部振興事業の実施について（第４回） 

非 公 共 事 業 

継続 ２ 事業 

今回配分額 １０．９億 円 



資 料 

令和２年度に実施する振興事業について 
 

令和２年９月３０日 

【非公共事業】 

テーマ： 産業の振興 

〔継続〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和２年度事業費 

（う ち 国 費） 

 伊江村畜産総合施設整備事業 

（伊江村） 

令和元年度 

～ 

令和３年度 

  ９０８百万円 

 （７２６百万円） 

北部地域（伊江村、今帰仁村）は沖縄県の肉用牛生産の「拠点産地」であるが、小規

模経営中心の生産者の高齢化が進む中で、今後の飼養頭数の拡大、担い手育成や生産性

の向上が課題となっている。また、肥育生産が少ないため、産地のブランド形成が進ん

でいない。 

このため、畜産の総合施設を整備し、妊娠牛や子牛の預託施設等を活用して頭数拡大

や、適正管理による生産性向上、担い手育成に取り組む。また、肥育センターによりブ

ランド牛の育成に取り組み北部地域の産業振興と雇用創出、観光振興を図る。 

 

（担当省庁） 

 内閣府 
 
 

テーマ： 定住条件の整備 

〔継続〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和２年度事業費 

（う ち 国 費） 

 スポーツコンベンション施設整備事業

（名護市） 

令和元年度 

～ 

令和３年度 

４６０百万円 

（３６８百万円） 

 名護２１世紀の森公園内のサッカー・ラグビー場を、スポーツキャンプ、大会等にも

対応可能な北部地域の核施設として整備する。 

北部地域唯一のラグビー競技施設としてプロチームを含めたキャンプや試合の誘致、

既存周辺施設も活用したサッカー等の大規模な大会の誘致、北部地域の競技人口増加及

び競技レベル向上を目指したスポーツイベントの開催により、スポーツコンベンション

による地域活性化を図る。 

 

（担当省庁） 

スポーツ庁 
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令和２年度 北部振興事業（非公共）（４次配分）配分事業箇所位置図
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テーマ：定住条件のための整備

〔継続〕

〔継続〕

事業主体：名護市、伊江村

事 業 数：継続２事業

テーマ：産業振興のための整備

【名護市】 R1-R3（スポーツ庁）

スポーツコンベンション施設整備事業

【伊江村】 R1-R3（内閣府）

伊江村畜産総合施設整備事業
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